
No.35　ヨタカ（夏鳥）
　「キョッキョッキョッ」と連続して鳴く声は、時代劇の
夜のシーンによく出てくるヨタカの声。名前は夜行性の鷹
の意味ですが猛禽類ではなく、蚊など昆虫を飛びながら大
きな口を開いて吸い取って食べています。西条では石鎚山
系の山中で声は聞きますが、姿を見るのは難しい鳥です。
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平成20年５月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口   115,204 人    （－ 43人）

　男　　 55,182 人    （－ 43人）

　女　　 60,022 人    （       0人）

世　帯　 47,194世帯（＋17世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）
■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）
■民話テレホン
　0897ー52ー1270（常時）

　先日、立て干し網の取材に行き
ました。小さな子どもを連れた家
族が楽しそうに貝を掘っている姿
は、本当に微笑ましく、ファイン
ダーから覗く風景に癒しを感じ、
暫しわが子の幼少の頃を思い出し
ていました。
　忙しくてなかなか時間の取れな
い皆さん。自然の中で、家族揃っ
て笑顔で過ごす大切な時間を、今
年の夏は作ってみませんか。（あ）
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